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四季の森公園 動植物調査研究発表会              平成 23年 2月 27日  

里山の自然と人とのかかわり 

～四季の森里山研究林での間伐作業とその効果～ 

                  ＮＰＯ法人四季の森里山研究会 会員 宮下 修一 

NPO法人 四季の森里山研究会の活動 

 平成 14 年 2 月から任意団体として活動を開始。平成 17 年 4 月、神奈川県知事の認証により NPO 法人と

なり、里山・森林保全と自然環境保護に関する事業を行い、広く環境保全に寄与することを目指している

団体。四季の森公園での主な活動は、森林整備、自然観察会、イベントへの参加、環境教育の実施など。 

１．里山という言葉が意味するもの 

里山とは、人里近くに存在する山を中心に隣接する雑木林・竹林・田畑・溜池・用水路などを含み、人々

が生活していくうえで様々なかかわりあいを維持してきた空間的なまとまり。一方、里山を形成する概念

として、雑木林やマツ林などの二次林としての薪炭林や農用林、加えて採草地と限定し、セットとして里

山・農地・集落・水辺などを含めた全体を「里地」とする考え方もある。 

里地里山は純然たる原生的な自然ではなく、人間の手によって管理された二次的な自然であり、里地里

山に相当する面積は、日本国土の 4 割程度。絶滅危惧種が集中して生息・生育する地域の 5 割以上が里地

里山に分布。 

２． 里山と人とのかかわりー里山が持つ本来的な役目 

里山には、資源の供給、生物多様性の保全、水源涵養・防災的側面、環境の保全など重要な役目がある。 

３．里山が有する危機（生物多様性の視点） 

第１の危機は、人間活動や開発による直接的な影響による種の減少、絶滅、生態系の破壊・分断・劣化

を通じた生息・生育空間の縮小・消滅。第２の危機は、自然に対する人間の働きかけが縮小・撤退するこ

とによる里山などの環境の質的変化、種の減少ないしは生息・生育状況の変化。竹の侵入、拡大やアズマ

ネザサの繁茂により林床植生が消滅し、生物多様性の低下が懸念されている。また、落葉樹主体の雑木林

は、シラカシ等の常緑樹林へと遷移が進み、地域固有の雑木林の風景が消失。里山に住む生き物が住めな

くなってきている。第３の危機は、外来種など人為的に持ち込まれたものによる生態系の攪乱。第 4 の危

機は、地球温暖化による多くの種の絶滅リスクの高まり。 

４．四季の森里山研究林での間伐作業とその効果 

１）四季の森里山研究林の誕生と間伐作業 

シラカシ林（放置二次林）をコナラ中心の林に近づけ、自生野生草花の咲く生物多様性の高い里山の創

出が目的で、平成 17年 1月、ピクニック広場に南面する斜面に位置する四季の森里山研究林（0.67ha）（以

下、「里山研究林」という。）の整備計画を策定。自生野生草花は、アマドコロ、アマナ、ウバユリ、オオ

バギボシなどの 22種を想定。平成 16年１月から平成 20年にかけシラカシの伐採や下草刈りを実施。 

２）調査目的と内容 

（１）調査の目的：間伐や下草刈り作業が、自生野生草花の再生をもたらすことができたかを把握するこ

と。（２）調査の方法：調査試験区及びＡ区・Ｂ区を含む伐採跡地と隣接する未伐採地におけるＣ区の植生

調査等の実施。（３）再生の目標：整備計画策定段階で想定された再生可能な自生野生草花の出現。 
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３）調査試験区及び調査ルートの設定 

調査試験区は、里山研究林の高木、亜高木、低木の各層における植生を把握するため、10ｍ×20ｍ（200

㎡）の調査試験区と下草層の植生を把握するため、調査試験区内に、1ｍ×１ｍ（1 ㎡）を 2 箇所（Ａ区、

Ｂ区）設定した。また、里山研究林の植生の全体を把握するため、調査ルートを里山研究林内に設置。伐

採前の下草植生を推測するため、隣接地でほとんど伐採されていないシラカシ林内に対象区として１ｍ×

１ｍ（１㎡）の試験区を１箇所（Ｃ区）設定した。 

４）調査結果  

 （１）遊歩道脇から斜面地中腹部には、シラカシの高木が存置。シラカシの萌芽、シダの仲間、アオキ、

キズタ、ヤツデ、リュウノヒゲ、アズマネザサなど。（２）斜面中腹部には、シラカシの高木、コナラ、

ミズキ、ウワミズザクラなど。シラカシの萌芽、アオキ、ヤツデ、シュロ、ヒサカキなど。（３）斜面上

部から谷部には、コナラ、ミズキなどの落葉樹。また、シラカシの萌芽、アオキ、ヤツデ、シュロ、ヒ

サカキ、アズマネザサなど。（４）Ｃ区付近は、シラカシが主でヒサカキが見られた。林床植生の発達は

ほとんどない。（５）草本層は、Ａ区に 8 科 9 種、Ｂ区に 12 科 16 種、Ｃ区に 7 科 8 種を確認。総数 32

科 55種の植物を確認している（2010年 7月 11日時点）。 

５）調査結果のまとめと管理への提言 

（１）未伐採のシラカシ林内（Ｃ区）より、整備後の試験区は明るく下草の繁茂が顕著。Ｃ区は植生の

被覆がほとんどなく、Ｂ区は種類も多く、Ａ区・Ｂ区とも被覆率は高い。（２）想定された自生野生草花

は、コウヤボウキ、シュンラン、タチツボスミレ、チゴユリ、ナルコユリ、ホウチャクソウの 6 種類及

び神奈川県での絶滅危惧Ⅱ類（ＶＵ）のエビネを確認。間伐作業により明るい雑木林が再生できつつあ

ると推測できる。（３）アオキ、ヤツデ、シュロなどが繁茂。排除する必要がある。（４）シラカシの萌

芽が多くみられ、放置すると再度シラカシ林に戻ることが懸念される。（５）日当たりの良好なところは、

下草の繁茂も多いがアズマネザサも繁茂。自生野生草花の復元のためにはアズマネザサの排除が必要。

（６）遊歩道部にはシラカシが残り、林床植生の発達は少なく、裸地あるいは落葉の堆積が目立つ。キ

ズタの繁茂は下草の発生を抑える可能性がある。 

５．里山研究林の管理に向けて 

里山研究林の管理目標は、コナラを主体とした雑木林の再生と林床を豊かにし自生野生草花の咲く、生

き物の多様性が高い里山の創出と保全にある。管理計画策定のためのプロセスは、（１）里山研究林整備計

画（案）に示す植生を管理目標種として設定、（２）管理方針（案）の策定、（３）具体的な管理作業計画

の作成、（４）定期的なモニタリングの実施、（５）モニタリングを加味した順応的管理の実施である。  

また、藤間は当地での長期にわたる調査により、下草刈りが林床植生の発達に効果があることを報告し

ている。里山研究林の目標とする植生は、斜面中腹部から上部は、コナラを中心とした樹林と林床の自生

野生草花。斜面中腹部は、コナラを中心とした落葉樹に、シラカシの高木が混生する樹林と林床の自生野

生草花。遊歩道部は現状の植生の存置。管理作業として、萌芽したシラカシの「もやかき」の実施、アオ

キ、ヤツデ、シュロなどの侵入植生種とアズマネザサの定期的な刈り払い、下草刈りと試験的な落ち葉か

きの実施。下草刈りは、貴重植物の保全のため選択的下草刈りとする。 

（本調査の実施者：中島進市、角田猛雄、伊藤恭造、渡部公、上野潤二、尾崎一源、宮下修一） 


